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1 Nの「任意の空でない部分集合には最小元が存在する」という性質を使って，次の

命題を示せ．

• 順序同型写像 (順序を保つ全単射) f : Z −→ Zにたいして, 整数 kがあって,

f(x) = x + k (x ∈ Z)となる．

2 Aは 4次の複素正方行列で, Aの固有多項式はFA(x) = (x−α)4の形とする. このと

き, Aの最小多項式ϕA(x)はどのような形の可能性があり, それぞれのϕA(x)に対し

てAの Jordan標準形はどのような形の可能性があるか, 具体的にすべて与えよ. た

だし, Jordan標準形は, Jordan細胞を並び替えて一致するものは同じとみなす．

3 R
2の部分集合Aを図示し, 次の重積分を計算せよ.

∫∫
A

1

x2 − 2x + 4y2 + 4
dxdy, A = {(x, y) ∈ R

2 | x2 − 2x + 4y2 ≤ 0}.


